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【有識者】

○公共交通機関の混雑緩和・利用分散により、公共交通あんしん利用と感染拡大予防の両立を図る観点から、ス
マートフォンアプリ等を活用した、公共交通機関における混雑緩和・利用分散のためのリアルタイム混雑情報提供に
ついて、システムのモデル構築、混雑情報の表示の標準化、データ活用のあり方等について有識者、関係事業者等
において検討を行い、導入・普及促進に向けたガイドラインを策定予定

〈検討項目案〉
・混雑状況の把握やリアルタイム情報提供のシステムについて ・混雑情報の表示の標準化について
・取得した画像データ等の取扱いについて ・混雑状況データの利活用のあり方について
・導入、普及促進に向けた取組について 等

設置趣旨

スケジュール（予定）

第１回：令和2年7月7日
第２回：令和2年7月30日
以降、夏～秋頃にガイドライン策定（予定）

公共交通機関のリアルタイム混雑情報提供システムの
導入・普及に向けたあり方についての検討会

【オブザーバー】
＜バス＞公益社団法人日本バス協会、バス事業者数社

＜経路検索＞株式会社ヴァル研究所、株式会社駅探、ジョルダン株
式会社、株式会社ナビタイムジャパン
＜システム＞株式会社Will Smart、NECネクサスソリューションズ株
式会社、技研トラステム株式会社、BOLDLY株式会社、モバイルクリ
エイト株式会社、ヤフー株式会社、株式会社両備システムズ、レシップ
株式会社

・リアルタイムのカメラ画像データ、人数カウント

・AIによる分析、
クラウドによる情報提供

・リアルタイム混雑情報の
アプリ等への表示

株式会社Will Smart 資料より

（システム例）
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【機密性２】

車内カメラ画像や乗降記録等
のデータをクラウドシステムに

リアルタイムに配信

with/afterコロナ時代における公共交通機関の混雑乗車防止・利用分散対策

「新しい生活様式」に対応し、感染を防止するため、公共交通機関の混雑緩和・利用分散を図ることが必要
→ 空いている車両を選んで利用することが出来るよう、車内の混雑具合に関するリアルタイムの情報をアプリ等で提供

システムイメージ

・リアルタイムの混雑情報を提供するシステムの導入に要する経費等

Transit社（カナダ）が米国等で提供するシステム

対象経費項目

「新たな生活様式」に対応した、感染防止との両立した公共交通機関による安心な移動を確保

クラウド
システム

クラウドシステムに報告されたデータをAIが解析し、
車内の混雑度を自動的に判断

混雑
空席
無し

空席
あり

・判断した混雑度の情報
をアプリに自動配信
・混雑度をアイコンで分か
りやすく表示

真ん中のバスは座れないが、
次に来るバスは空いていることが視覚的に把握可能
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